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河河合合ｻｻﾃﾃﾗﾗｲｲﾄﾄﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ校校  

全全統統模模試試実実施施校校  

坂坂本本教教室室 OFFICE 
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坂本教室では中１～中３生を対象に夏休みの夏期特別講習を開講します。 

◎◎重重要要事事項項のの徹徹底底復復習習＋＋確確認認テテスストト  

中中３３生生はは国国英英数数理理社社のの５５教教科科、、中中１１・・２２生生はは英英語語・・数数学学のの２２教教科科  

基礎力の徹底を図るとともに、実戦演習で応用力をつけます。 

◎◎香香川川県県統統一一模模擬擬試試験験のの実実施施  希希望望者者ののみみ  

中３生は５教科、中１･２生は３教科実施。県内全ての高校の志望校判定ができます。 

◎◎個個別別受受講講シシスステテムムをを利利用用ししたた苦苦手手教教科科対対策策授授業業（（５５教教科科対対応応））  

「基礎」「標準」「発展」と個人の学力レベルに応じた映像授業を個別に受講。 

面談により、全１３５講座の中から苦手教科を中心に個々に必要な講座を選び、 

都合の良い時間・曜日に受講できます。  希希望望者者ののみみ 

     ※ 夏期特別講習に関するお問い合わせ・お申込みは坂本教室まで。 

坂本教室からのお知らせ 
 
塾からのお知らせ、徒然日記などをブログにて配信中！ 

http://katagirijuku.blogzine.jp/blog/ 
当塾のホームページからもリンクしています。 

http://www.katagirijuku.com 

※ 坂本教室の７月の休日は、 

４日(日) １１日(日) １８日(日) ２５日(日)です。 

メールでの連絡はこちらまで↓ 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  info@katagirijuku.com 

  
  
 
お迎え時の車の混雑について、保護者の皆様
にご理解とご協力をお願い致します。 
お迎えの際には、駐車場内での安全走行、エ
ンジン停止にご協力いただくとともに、ご近
所出入口などでの路上待機、他の駐車場の無
断使用などはご遠慮いただきますよう、重ね
てお願い申し上げます。 

 

をを
選選
択択
すす
るる
とと
いい
うう
、、
実実
生生
活活

にに
おお
いい
てて
みみ
んん
なな
がが
無無
意意
識識

にに
行行
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
数数
学学

とと
すす
ごご
くく
合合
致致
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ

とと
、、
古古
文文
、、
漢漢
文文
なな
どど
でで
もも
、、

古古
のの
教教
ええ
をを
学学
べべ
るる
訳訳
でで
、、
人人

間間
とと
しし
てて
のの
成成
長長
にに
とと
てて
もも

役役
立立
つつ
もも
のの
がが
多多
かか
っっ
たた
よよ

うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。  

  

そそ
しし
てて
、、
もも
っっ
とと
大大
事事
なな
のの

がが
、、
「「
嫌嫌
いい
なな
もも
のの
・・
苦苦
手手
なな

もも
のの
」」
とと
のの
付付
きき
合合
いい
方方
をを
学学

ぶぶ
ここ
とと
だだ
ろろ
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。

生生
きき
てて
いい
てて
、、
苦苦
手手
だだ
かか
らら
とと

言言
っっ
てて
逃逃
げげ
てて
しし
まま
っっ
てて
はは

始始
まま
らら
なな
いい
ここ
とと
はは
数数
多多
とと

ああ
りり
まま
すす
。。
嫌嫌
だだ
かか
らら
とと
言言
っっ

てて
嫌嫌
なな
顔顔
でで
取取
りり
組組
んん
でで
もも

駄駄
目目
なな
ここ
とと
もも
数数
多多
くく
ああ
りり

まま
すす
。。
どど
うう
せせ
やや
るる
なな
らら
「「
楽楽

しし
くく
やや
ろろ
うう
」」
とと
工工
夫夫
しし
てて
取取

りり
組組
んん
でで
るる
とと
、、
だだ
んん
だだ
んん

「「
苦苦
手手
」」
とと
仲仲
良良
くく
なな
れれ
るる
のの

だだ
ろろ
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

ここ
んん
なな
ふふ
うう
にに
考考  

ええ
てて
まま
すす
とと
、、
「「
受受
験験  

」」
はは
志志
望望
校校
にに
合合
格格  

すす
るる
たた
めめ
だだ
けけ
のの  

もも
のの
でで
はは
なな
いい
よよ
うう  

にに
思思
いい
まま
すす
。。  

各各
教教
科科
をを
通通
じじ
てて  

物物
事事
のの
考考
ええ
方方
をを
学学  

べべ
まま
すす
しし
、、
合合
格格
をを  

目目
指指
すす
中中
でで
物物
事事
とと  

のの
向向
きき
合合
いい
方方
をを
学学  

べべ
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、  

頑頑
張張
れれ
ばば
頑頑
張張
るる
ほほ  

どど
にに
自自
分分
とと
向向
きき  

 

合合
うう
ここ
とと
にに
なな
りり
、、
初初
めめ

てて
出出
会会
うう
自自
分分
をを
知知
るる

ここ
とと
にに
もも
なな
りり
まま
すす
。。

「「
たた
かか
がが
受受
験験
。。
ささ
れれ
どど

受受
験験
」」
。。「「
受受
験験
」」
とと
一一
生生

懸懸
命命
にに
向向
きき
合合
うう
ここ
とと

でで
、、
大大
きき
くく
成成
長長
しし
てて  

欲欲
しし
いい
なな
ぁぁ
、、
とと  

切切
にに
願願
っっ
てて
おお
りり  

まま
すす
。。  

   

 

 

 

 

いい
計計
画画
はは
「「
絵絵
にに
描描
いい
たた
餅餅
」」
なな
どど

とと
言言
わわ
れれ
まま
すす
。。
計計
画画
はは
実実
行行
でで
きき

なな
けけ
れれ
ばば
何何
のの
意意
味味
もも
ああ
りり
まま
せせ

んん
のの
でで
、、「「
ああ
、、
ここ
りり
ゃゃ
無無
理理
だだ
わわ
」」

とと
悟悟
っっ
たた
なな
らら
ばば
、、
実実
行行
でで
きき
るる
計計

画画
をを
立立
てて
直直
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

計計
画画
をを
立立
てて
るる
際際
にに
、、
自自
分分
がが
確確

実実
にに
達達
成成
でで
きき
るる
目目
標標
とと
、、
努努
力力
すす

れれ
ばば
達達
成成
でで
きき
そそ
うう
なな
努努
力力
目目
標標

のの
二二
つつ
のの
目目
標標
をを
作作
っっ
てて
おお
くく
とと

良良
いい
でで
すす
。。
無無
理理
のの
ああ
るる
計計
画画
をを
立立

てて
てて
「「
でで
きき
なな
いい
」」
とと
いい
っっ
てて
悩悩
むむ

よよ
りり
もも
、、
出出
来来
るる
計計
画画
をを
立立
てて
てて

「「
でで
きき
たた
っっ
！！
」」
とと
言言
っっ
てて
喜喜
ぶぶ
方方

がが
、、
精精
神神
的的
にに
もも
とと
てて
もも
良良
いい
でで
すす

かか
らら
。。  

  

たた
かか
がが
受受
験験
。。
ささ
れれ
どど
受受
験験
。。  

  

「「
大大
学学
にに
入入
るる
たた
めめ
にに
仕仕
方方
なな
くく

やや
るる
もも
のの
」」
とと
、、
無無
意意
識識
にに
受受
験験
勉勉

強強
をを
定定
義義
しし
てて
いい
るる
人人
っっ
てて
多多
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ
りり
ゃゃ
「「
受受
かか
らら
んん

とと
入入
れれ
んん
ぞぞ
」」
とと
言言
わわ
れれ
てて
、、
苦苦
手手

なな
科科
目目
もも
一一
生生
懸懸
命命
勉勉
強強
しし
なな
けけ

れれ
ばば
いい
けけ
なな
いい
のの
だだ
かか
らら
、、
そそ
んん
なな  

気気
にに
もも
なな
りり
まま
すす
よよ
ねね
。。
たた  

だだ
、、
思思
うう
にに
、、
得得
るる
もも
のの
もも  

とと
てて
もも
大大
きき
いい
でで
すす
。。
現現
代代  

文文
のの
論論
理理
的的
、、
客客
観観
的的
なな
読読

みみ
方方
はは
社社
会会
人人
にに
なな
っっ
てて
もも
、、
いい

やや
、、
現現
代代
社社
会会
をを
生生
きき
るる
上上
でで
はは
とと

てて
もも
大大
切切
なな
力力
とと
なな
りり
まま
すす
。。
数数
学学

はは
計計
算算
しし
たた
りり
正正
解解
をを
求求
めめ
たた
りり

すす
るる
だだ
けけ
じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
、、
様様
々々
なな
問問

題題
をを
解解
決決
すす
るる
にに
際際
しし
、、
基基
本本
とと
なな

るる
考考
ええ
方方
がが
数数
学学
でで
はは
なな
かか
ろろ
うう

かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。
問問
題題
がが
発発
生生
しし
解解

決決
すす
るる
際際
、、
問問
題題
点点
をを
把把
握握
しし
、、
場場

合合
にに
分分
けけ
てて
考考
察察
しし
、、
最最
もも
良良
いい
解解

決決
をを
模模
索索
しし
、、
そそ
のの
解解
決決
ルル
ーー
トト
でで

最最
もも
効効
率率
的的
かか
つつ
効効
果果
的的
なな
もも
のの

凄凄
くく
集集
中中
しし
てて
いい
るる
かか
らら
、、  

計計
画画
でで
はは
数数
学学
のの
時時
間間
だだ  

けけ
どど
単単
語語
をを
覚覚
ええ
よよ
うう
」」
とと  

いい
うう
選選
択択
をを
すす
るる
なな
らら
ばば
、、
そそ
れれ
はは

間間
違違
いい
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
英英
単単
語語
なな

どど
のの
暗暗
記記
系系
はは
、、
長長
引引
くく
ほほ
どど
集集  

中中
力力
はは
低低
下下
しし
まま
すす
。。
ここ
のの
ケケ  

ーー
スス
でで
はは
大大
人人
しし
くく
数数
学学
にに
取取  

りり
掛掛
かか
るる
のの
がが
ベベ
タタ
ーー
でで
すす
。。
単単  

語語
はは
ドド
スス
ンン
よよ
りり
もも
ササ
ララ
ササ
ララ
っっ
てて

イイ
メメ
ーー
ジジ
でで
すす
。。  

  

とと
はは
言言
っっ
てて
もも
『『
計計
画画
』』
はは
とと

てて
もも
大大
切切
なな
のの
でで
すす
。。  
  

「「
夏夏
休休
みみ
はは
計計
画画
をを
立立
てて
てて
過過
ごご

しし
まま
しし
ょょ
うう
」」
。。
私私
のの
知知
るる
限限
りり
でで

はは
、、
小小
学学
生生
のの
時時
かか
らら
言言
わわ
れれ
続続
けけ

てて
いい
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
分分
、、「「
まま

たた
計計
画画
かか
・・
・・
・・
」」
とと
、、
若若
干干
、、
ゲゲ

ンン
ナナ
リリ
しし
てて
しし
まま
うう
人人
もも
いい
るる
かか
もも

知知
れれ
まま
せせ
んん
。。
しし
かか
しし
、、
なな
ぜぜ
、、
ここ

んん
なな
にに
「「
計計
画画
」」
ばば
かか
りり
言言
わわ
れれ
るる

のの
かか
？？  

はは
っっ
きき
りり
言言
っっ
てて
しし
まま
ええ

ばば
「「
計計
画画
」」
がが
なな
けけ
れれ
ばば
始始
まま
らら
なな

いい
かか
らら
なな
のの
でで
すす
。。
やや
るる
かか
らら
にに
はは
、、

しし
っっ
かか
りり
とと
考考
ええ
てて
、、
細細
部部
にに
まま
でで

配配
慮慮
しし
たた
計計
画画
をを
作作
りり
たた
いい
もも
のの
でで

すす
。。
がが
、、
そそ
んん
なな
精精
巧巧
なな
計計
画画
がが
そそ  

うう
易易
々々
とと
はは
でで
きき
るる
はは
ずず
がが
ああ  

りり
まま
せせ
んん
。。
よよ
くく
、、
勘勘
違違
いい
しし  

てて
、、
自自
分分
のの
やや
るる
べべ
きき
ここ
とと
をを  

書書
きき
出出
しし
、、
表表
にに
ギギ
ュュ
ウウ
ギギ
ュュ

ウウ
にに
押押
しし
込込
んん
だだ
計計
画画
をを
作作
りり
、、
やや

っっ
てて
みみ
てて
実実
行行
なな
どど
とと
てて
もも
無無
理理
だだ

とと
分分
かか
りり
、、
泣泣
きき
そそ
うう
にに
なな
りり
なな
がが

らら
「「
計計
画画
通通
りり
にに
いい
かか
んん
」」
とと
言言
っっ

てて
いい
るる
人人
がが
いい
まま
すす
。。
自自
分分
にに
求求
めめ

すす
ぎぎ
てて
しし
まま
っっ
たた
のの
でで
すす
ねね
。。
計計
画画

をを
立立
てて
てて
いい
るる
時時
っっ
てて
欲欲
がが
出出
てて
しし

まま
っっ
てて
ああ
れれ
やや
ここ
れれ
やや
とと
書書
いい
てて
しし

まま
いい
まま
すす
。。
計計
画画
っっ
てて
何何
なな
のの
かか
？？  

実実
はは
、、
実実
行行
すす
るる
たた
めめ
にに
すす
るる
もも
のの

なな
のの
でで
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
実実
行行
でで
きき
なな

「「
時時
間間
」」
をを
基基
準準
にに
考考
ええ
るる
とと
、、
そそ

んん
なな
にに
悩悩
むむ
ここ
とと
もも
迷迷
うう
ここ
とと
もも

ああ
りり
まま
せせ
んん
しし
、、
やや
っっ
ぱぱ
りり
「「
時時
間間
」」

でで
考考
ええ
るる
のの
がが
手手
っっ
取取
りり
早早
くく
てて

良良
いい
もも
のの
でで
すす
。。
たた
だだ
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

「「
伸伸
びび
るる
たた
めめ
のの
勉勉
強強
」」
をを
すす
るる
にに

はは
「「
時時
間間
」」
がが
邪邪
魔魔
にに
なな
るる
時時
がが
ああ

りり
まま
すす
。。
例例
ええ
ばば
、、
当当
初初
のの
計計
画画
でで

はは
英英
語語
のの
単単
語語
をを
覚覚
ええ
るる
予予
定定
のの

時時
間間
にに
なな
っっ
たた
のの
にに
、、
今今
やや
っっ
てて
いい

るる
数数
学学
のの
問問
題題
をを
もも
うう
少少
しし
じじ
っっ

くく
りり
とと
考考
ええ
たた
いい
とと
かか
いい
うう
状状
況況

でで
すす
。。
ここ
うう
いい
っっ
たた
ケケ
ーー
スス
をを
ほほ
ぼぼ

全全
員員
がが
経経
験験
すす
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ

のの
際際
のの
選選
択択
はは
人人
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
だだ
とと

思思
いい
まま
すす
がが
、、
ああ
ええ
てて
ベベ
タタ
ーー
とと
思思

ええ
るる
選選
択択
をを
考考
ええ
まま
すす
とと
、、
今今
やや
っっ

てて

いい

るる

数数

学学

のの

問問

題題

にに

集集

中中  

しし
てて
いい
るる
なな
らら
「「
考考
ええ
抜抜
くく
」」
ここ
とと

をを
優優
先先
しし
たた
方方
がが
良良
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。
時時
間間
がが
来来
たた
かか
らら
とと
言言
っっ
てて
他他

のの
ここ
とと
へへ
移移
るる
ここ
とと
がが
習習
慣慣
にに
なな

るる
とと
、、「「
考考
ええ
るる
」」
よよ
りり
もも
「「
時時
間間
」」

をを
優優
先先
すす
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
しし
まま

いい
まま
すす
。。
「「
考考
ええ
るる
」」
とと
いい
うう
作作
業業

はは
、、
正正
直直
、、
くく
たた
びび
れれ
まま
すす
。。
体体
をを

動動
かか
しし
てて
いい
なな
いい
のの
にに
ヘヘ
トト
ヘヘ
トト

にに
なな
りり
まま
すす
。。
時時
間間
がが
きき
たた
らら
考考
ええ

るる
のの
をを
やや
めめ
てて
次次
へへ
行行
きき
たた
くく
なな

るる
ここ
とと
もも
正正
直直
ああ
りり
まま
すす
。。
たた
だだ
、、  

そそ
れれ
をを
習習
慣慣
にに
しし
てて
しし
まま
うう
とと
、、  

考考
ええ
るる
よよ
りり
もも
机机
にに
向向
かか
うう

だだ
けけ
でで
満満
足足
しし
てて
しし
まま
うう
言言
いい
訳訳

のの
勉勉
強強
がが
習習
慣慣
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
いい

まま
すす
。。
そそ
うう
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
とと
、、
勉勉

強強
時時
間間
のの
割割
にに
成成
績績
がが
伸伸
びび
まま
せせ

んん
。。  

  

たた
だだ
、、
逆逆
にに
、、
数数
学学
のの  

苦苦
手手
なな
人人
がが
、、
今今
、、
英英
語語  

のの
単単
語語
をを
覚覚
ええ
てて
いい
てて
、、  

数数
学学
をを
やや
るる
時時
間間
がが
きき
たた
のの
にに
、、

「「
今今
、、
英英
語語
のの
単単
語語
をを
覚覚
ええ
るる
事事
にに  

  

七七
月月
。。
とと
うう
とと
うう
来来
てて
しし
まま
いい

まま
しし
たた
。。
冬冬
のの
受受
験験
のの
頃頃
にに
なな
っっ

てて
ふふ
とと
過過
去去
をを
振振
りり
返返
っっ
たた
時時
、、

たた
いい
てて
いい
思思
いい
出出
すす
のの
はは
、、
受受
験験

のの
厳厳
しし
ささ
をを
そそ
れれ
ほほ
どど
感感
じじ
てて

なな
かか
っっ
たた
割割
とと
平平
和和
だだ
っっ
たた
七七

月月
のの
頃頃
のの
自自
分分
でで
すす
。。
「「
夏夏
、、
もも

っっ
とと
頑頑
張張
っっ
てて
おお
けけ
ばば
良良
かか
っっ

たた
・・
・・
・・
」」
。。
ここ
のの
言言
葉葉
をを
ここ
れれ

まま
でで
何何
度度
聞聞
いい
てて
きき
たた
ここ
とと

かか
・・
・・
・・
。。
だだ
かか
らら
、、
「「
後後
にに
なな

っっ
てて
後後
悔悔
だだ
けけ
はは
ささ
せせ
てて
はは
なな

らら
ぬぬ
・・
・・
・・
」」
、、
とと
いい
うう
ここ  

れれ
まま
でで
のの
経経
験験
かか
らら
もも
、、
少少
々々  

力力
がが
入入
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。  

  

とと
はは
言言
いい
なな
がが
らら
もも
、、  

高高
３３
生生
をを
取取
りり
巻巻
くく
環環
境境
はは
、、
ここ

れれ
かか
らら
随随
分分
とと
変変
わわ
っっ
てて
いい
きき

まま
すす
。。
回回
りり
のの
友友
達達
のの
顔顔
にに
もも

「「
受受
験験
」」
とと
いい
うう
文文
字字
がが
浮浮
かか
んん

でで
見見
ええ
るる
ほほ
どど
にに
、、
辺辺
りり
一一
面面

「「
受受
験験
」」
だだ
らら
けけ
にに
なな
っっ
てて
いい
きき

まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
わわ
ざざ
わわ
ざざ
ああ
らら

たた
めめ
てて
「「
受受
験験
・・
受受
験験
」」
とと
騒騒
がが

ずず
とと
もも
、、
否否
がが
応応
でで
もも
「「
受受
験験
ワワ

ーー
ルル
ドド
」」
にに
引引
きき
込込
まま
れれ
るる
もも
のの

なな
のの
でで
すす
がが
、、「「
受受
験験
ワワ
ーー
ルル
ドド
」」

にに
突突
入入
すす
るる
にに
上上
でで
のの
注注
意意
事事

項項
をを
書書
いい
てて
おお
ここ
うう
とと
思思  

いい
まま
すす
。。  

  

時時
間間
にに
追追
わわ
れれ
るる
のの
でで  

はは
なな
くく
、、
勉勉
強強
をを
追追
いい
かか  

けけ
るる
のの
がが
理理
想想
だだ
とと
思思
うう
。。  

  

よよ
くく
、、
勉勉
強強
のの
量量
をを
表表
現現
すす
るる

単単
位位
にに
「「
時時
間間
」」
をを
利利
用用
しし
まま
すす
。。

「「
昨昨
日日
はは
○○
時時
間間
もも
勉勉
強強
しし

たた
！！
」」
とと
かか
。。
私私
もも
先先
月月
号号
のの
中中

でで
「「
十十
時時
間間
」」
とと
いい
うう
表表
現現
をを
使使

いい
まま
しし
たた
しし
、、
勉勉
強強
のの
量量
をを
伝伝
ええ

るる
のの
にに
分分
かか
りり
易易
いい
のの
はは
やや
っっ

ぱぱ
りり
「「
時時
間間
」」
でで
すす
。。
計計
画画
をを
しし

たた
りり
自自
己己
管管
理理
をを
すす
るる
上上
でで
もも


